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  結石の構成成分の１つであるオステオポンチン(OPN)は、トロンビンにて切断される機能的アミノ酸配列があ
る。本研究では同部位のアミノ酸配列(SLAYGLR)に対する中和抗体を作成し、OPN 抗体の腎結石形成に与える影









束村博子, 大蔵聡, 上野山賀久, 渡辺雄貴(名大・院・生命農), 前多敬一郎(名大・農学国際)  
所内対応者：鈴木樹理 
霊長類の LH サージ制御機構を解明することを目的として、雌雄ニホンザルにおける KISS1 遺伝子発現および
KISS1 ニューロンの活性化におよぼすエストロジェンの影響について検討した。前年の 11 匹に加え、ニホンザル
雌雄計 6 頭を用い、ニホンザルの繁殖(交尾)期に一連の実験を行った。成熟雌雄ニホンザルの性腺を除去し、一部
の動物にはエストラジオールを投与した。24 時間後に灌流固定により、視床下部を採取し、Kiss1 遺伝子発現細胞
を in situ hybridazation により検出するとともに、エストロジェン処理により Kiss1 発現細胞における最初期遺伝子
cFos タンパクの発現を免疫組織化学により検討した。その結果、雌雄ニホンザルの視索前野の Kiss1 発現細胞にお
いて、エストロジェン依存性の cFos タンパク発現を見いだした。一方，弓状核における KISS1 mRNA 発現細胞数
には，EB 投与の効果は認められなかった。弓状核の以上の結果から，ニホンザルの雌雄において，視索前野の KISS1
ニューロンがエストロジェンの正のフィードバック作用を仲介し，LH サージを誘起する可能性が示唆された。 
C-4 下北半島に生息するニホンザル(Macaca fuscata)の寄生虫症および感染症に関する疫学調査 
浅川満彦, 渡辺洋子(酪農大・寄生虫病), 萩原克郎(酪農大･ウイルス), 村松康和(酪農大・共通感染症), 岡本実(酪農
大・免疫), 後藤俊二(タイ王国チュラロンコン大・獣医) 所内対応者：岡本宗裕 
 有害捕獲による死亡個体譲り渡しについては、青森県内市町村の行政機関との調整を 3 年前から行い、特に 2013
年の共同研究助成による業務で、現地に赴き、各市町村に具体的に了承され、現在までに約 130 個体分の消化管サ
ンプルが送付されている(現在、処理中)。 





Strongyloides fulleborni、盲腸および大頂上部に鞭虫類の Trichuris trichiura、小腸上部および下部より吸虫類の




公表論文となる実績は得られていない。しかし、2013 年は、現在、手元にある未処理サンプル約 130 と今後送付
予定の約 100 のものの処理が可能であると目論んでいる。この結果は 2013 年 8 月、日本野生動物医学会学術集会
で報告される予定である(渡辺、筆頭)。また、貴学霊長研において遺伝子解析も実施する予定である。 
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分された個体である。サルの筋肉中放射性セシウム(134Cs+137Cs、以下セシウム)の測定は、2011 年 4 月から 2013
年 2 月の間に捕獲された 396 頭について実施した。また、妊娠率への影響を評価するために、2011～2012 年の妊娠
率を推定し、それ以前のものと比較した。 
[結果と考察]セシウム濃度は、2011 年 4 月に 10,000 から 25,000Bq/㎏を示したが、3 ヵ月あまりかけて 1,000Bq/㎏
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2012 年の秋 11 月後半と 2013 年の冬 3 月後半の 2 回、2012 年度の個体数に関する一斉調査を、島に生息する 6
群とオスグループ、ハナレザルを対象に例年通り実施した。結果は秋が 264 頭、冬が 240 頭だった。秋と冬で 24
頭の差があるが、それは死亡が原因でなく、冬場の食糧事情が例年になく悪く、群れ外オスが広く分散し、数え落
としがあったからと考えられる。秋の群れ外オスの数及び過去の社会性比などからは、15 頭の数え落としが推定
され、それを加えると冬の個体数は 255 頭になる。 
一方、5 月と 6 月に群れごとの出産数の調査を実施した。出産数は 28 頭で、ほぼ例年通りである。そのうち秋
の一斉調査までに 6 頭が死亡し、6 頭中 5 頭が 2011.3.11 大震災や 2011.9.21 集中豪雨の被害が大きかった島の西側
に遊動域を持つ 2 群だったことが注目される。また秋に、東側の磯で 1 頭が崖から海に落ち、波にさらわれて死亡












る。24 年度はチンパンジー2、ニシローランドゴリラ 1、オランウータン 2、フクロテナガザル 1 の計 6 個体の試
料提供を受け、DNA を抽出し、ヒトの性格、特に不安や攻撃性との関与が報告されている神経伝達およびホルモ
ン伝達関連の 5 遺伝子(バソプレシン受容体、モノアミンオキシダーゼ A、モノアミンオキシダーゼ B、セロトニ
ントランスポーター、アンドロゲン受容体)の型判定を行った。また飼育テナガザル 56 個体について、飼育担当者
への 54 項目および幸福度のアンケート(Weiss et al.2009)を行い、因子を抽出し、個体ごとの因子スコアを算出した。
今後は個体数、候補遺伝子数を増やし、性格の客観的な評定のためのストレスホルモン測定も行い、野生個体のデ
